
今の日本社会において儀式に迷う、そもそも儀式とは誰のために、なぜするのかが分からないとい

った側面が見えてきたように思います。過去における「葬儀式～葬儀後の考え方」とは・・・ 
 

①社会的必要儀式 ②できるだけ大きく賑やかに ③定式の儀式を尊重 ④担い手が隣近所 

⑤帰属している宗派の様式による ⑥先祖の墓を守るのは子孫の務め 
 
この中で今の皆様の考え方に共通の見解がいくつ当てはまるでしょうか？私たちの心記想伝はホ

ームページでも公開され、県外にお住いの方でもご覧になっていただけるようになっていますが、 

この地元を離れ都会に暮らす皆様と同世代の方の考え方とはどのようなものだと思われますか？ 

ご葬儀の打合せ時にも地元在住のご遺族と県外在住のご遺族との価値観の違い・環境の違いで、意見

が折り合わないケースもあり「家族葬」ひとつをとっても何通りものスタイルで行われているのが実

情で、埋葬方法の在り方や考え方にも様々な違いが見受けられています。 
 
また、この業界の中では「○○葬」といったタイトルが多く打ち出され、本来の「その人らしさ・

自分らしさの葬送」よりも先に、簡略化された葬儀スタイルが選ばれ,結果としてもっとちゃんと送

ってあげればよかった・・・そんな声も頂戴しております。実際にここわずか数年でのお電話やホー

ムページ、直接ご来館での相談内容は多岐にわたっており「弔い」に対する意識をどう持つべきか、

この様な家庭事情ならば今後はどうしたら良いのかといった不安を長く抱え、悩んでいる方もいら

っしゃいました。 
 
特にお一人様、団塊の世代の方からの相談案件が増加しており、そこにいる私達が相談者様の心情

をどのようにくみ取り、これまでの歩み・その人らしさ・ご家族（残る人）への思いとはどのような

ものか、やはり根底にあるのは「人としての尊厳」を大切にしたい,「有縁」である想送であってほ

しいとの願いを込めて対応をさせていただいております。目まぐるしく変化をしている「葬儀」のな

かでも、私達はご相談者様の心の拠り所となり人が人を支える気持ち大切に、2022 年も社員一同、

心に記した想いを伝えるサポートをさせていただきます。 
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ちょっとだけ勉強のコーナー  ～年末年始の過ごし方～ 

山本 

横田 

～変わらず根底にあるもの～ 今年も一年、心記想伝のご愛読ありがとうございました 

坂 

新聞に入っちょう白黒のやつ。新聞みたいなやつ。毎月 

出るドリーマーの人の顔が載っちょうやつ。ドリーマーの 

かわら版。心記想伝。お客様より楽しく読んでいますとの 

声を聞くたびに続けてよかったと嬉しくなります。 

 西南交通さんと幡多公設市場さんの間にあるドリーマー

中村葬祭館。葬儀をする会館がお送りするこのかわら版。

葬儀や仏事にまつわる情報や社員の一コマ。ちょっとだけ

勉強できて、ちょっとだけ笑えるような紙面づくりを根底

にスタッフ一同、つたない文章ながら頑張っております。 

 また来年 2022 年も毎月 20 日、新聞折込にて配布させ

ていただきますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

健康状態になどによっては 

お引き受けできない場合があります 

0120-129-432 ドリーマー 

小橋 

事前相談受付中 
安心・納得 

事前相談＆無料見積もり 
 

ドリーマー会員募集中 
積み立てて、ご家族様も 

使えてとてもお得 
 

葬儀保険募集中 
会員に含まれない費用や 

仏壇・墓石など他に 

かかる費用へ保険を活用 
 
 

山本 

高野 

神道では死を穢れとみなしますが、仏教では穢れとみなさず、お寺で葬儀を行うこ

ともあります。四十九日や五十日祭を迎えると己明けになり、一般的に鳥居をくぐっ

てもよいとされていますが、新年のお祝いやお飾りは控えます。お正月のタイミング

で己明けを迎えていれば初詣のお詣りは大丈夫なのですが、にぎやかな雰囲気に気が

進まないかもしれません。その時はお墓参りに行ったり仏壇に手を合わせたり 

ゆっくり先祖や故人のことを考える時間を過ごされてはいかがでしょうか。 

 
●館内入口・お手洗い・控室出入口などいたるところに、消毒スプレーを設置して 
おります。ご来館時にはアルコール消毒スプレーの噴霧をお願い致します。 
 

●お客様並びにスタッフの安全確保の為、スタッフがマスクを着用させて頂きます。 
 
●設備備品（椅子・ペン・手すりなど）のアルコール消毒を徹底しております。 
 
●館内・会場の定期的な換気の実施をしております。 
 
●スタッフの体調管理・手洗い・うがいの実施を徹底し、発熱の症状が 
ある場合には出勤停止の措置をとっております。 

 

感染 

 

対策 

 

兵頭 

●安心の永代供養 

●宗旨・宗派不問 

●承継者不要 ●生前申込可能 
 

ドリーマーでも樹木葬の紹介を 

行っております。現地見学会を 

来年 1 月下旬に開催を予定して

いますので、ドリーマーかわら版

でお知らせいたします。 

お問い合わせは当社まで。 

0120-129-432 

 

「自然に還る、樹木葬の魅力」 

一般葬・家族葬 ご希望するカタチをお手伝いいたします 

ゆかりのある皆様とのお別れの場を提供したい、家族・親族で見送って

あげたい。その他にもお客様のご要望をカウンセリングさせていただき

ながら、精一杯の手伝いをさせていただきます。 

事前に話を聞いてみたい・・・葬祭ディレクターや終活カウンセラーが

ご質問などを承り、ご提案・アドバイスをさせていただきます。 

 

 
友引の日には基本的にお葬儀がありません。事前相談や

館内見学などにおすすめできる日となっております。 


